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日本学生ライフル射撃連盟関西支部　記録部

１．概要

従来の関西学連記録の対象になっていなかった大会において学連記録を更新、もしくは並んだ関西学連所属射手の成績を、本人の申請に基づいて関西「学生記録」として認定する。

２．趣旨
1 日本ライフル射撃協会の主催であるため、選抜大会の結果を従来の学連記録に反映させなかったことの不均衡を解消する
2 国体、社会人試合はもちろん、国際試合においても関西学連所属の射手の活躍が目立つことから、従来の学連試合に加えて、それらの大会での記録更新を認定・公表することで、関西学連全体の成績向上を促す
３．対象

・関西学連加盟校の射手の成績

・平成20年4月1日以降

・関西学連主催試合、西日本大会、全日本大会を除く（これらの大会での記録は従来通り学連記録として認定）公式試合

・学連記録を更新したもの（タイ記録も含む）

・記録を証明できるもの（例：賞状のコピー、ウェブ上にアップされた成績データ）があること
４．認定手順
1 別紙の申請書（学連ホームページにてダウンロードできるようにする予定）と添付書類を当該大会終了後原則1ヶ月以内に記録部に提出

2 記録幹事・幹事長が記録更新の有無を確認

3 確認後速やかに学連ホームページの記録を更新

4 申請書は原本を記録部にて保管し、そのコピーを申請者に返却

５．デジタルピストル記録の扱いについて

数年前から学連試合で実施されるようになったデジタルピストル競技に関しては、他のライフル種目と公認申請の手続きが一部異なることや他の支部で必ずしも実施されていないことから、従来は非公式と断って学連記録として公表してきた。しかしながら、関西学連においては試合種目として定着・認知されつつあり、今後もより一層の普及が望まれる。従って、今回の学生記録の創設に際しても、学連試合でのデジタルピストル競技の新記録は学連記録として扱い、それ以外の日本ライフル射撃協会主催の大会等で新記録が出れば「学生記録」として認定するという他種目と同様の形を取る。
